
 

 

 

 

 

 

令和４年度 第１回 

つくばみらい市地域包括支援センター運営協議会 

議事録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つくばみらい市地域包括支援センター運営協議会 

 

 

 

 



■日 時  令和４年９月２８日（水）午前１０時００分から１１時３５分 

 

■場 所  つくばみらい市役所 伊奈庁舎３階 大会議室 

 

■出席者  【委員】 

       沼尻会長、山口副会長、小松﨑委員、坂入委員、  

       菊地委員、野村委員  

     【事務局】 

       介護福祉課 八木課長、嶋田課長補佐、田中主幹、原田 

市社会福祉協議会 浅川事務局長、伊藤課長 

市地域包括支援センター 土井保健師、吉崎主任ケアマネジャー 

 

■欠席者  八木岡委員 

 

■傍聴者  ０人 

 

■次 第  １．開会 

      ２．委嘱状交付 

      ３．市長あいさつ 

      ４．会長及び副会長の選出 

      ５．議題 

（１）令和３年度事業報告及び指定介護予防支援業務の 

一部委託について 

        （２）令和３年度収支決算について 

        （３）令和３年度地域ケア会議推進事業報告について 

      ６．その他 

      ７．閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

議事録 

１ 開会（省略） 

２ 委嘱状交付（省略） 

３ 市長あいさつ（省略） 

４ 会長及び副会長の選出（省略） 

 

 

５（１）令和３年度事業報告及び指定介護予防支援業務の一部委託について 

 

＜事務局より資料１、別添資料に基づいて説明＞ 

 

○会長    ・ご意見、ご質問はありますか。 

 

〇委員    ・資料 1、12 ページの通所型サービス C、訪問型サービス A につい 

て詳しい説明をお願いしたい。 

 

〇事務局   ・要支援認定者及び事業対象者に対して総合事業の枠組みの中で

実施しています。通所型サービス Cは、市社会福祉協議会に委

託しており、リハビリ専門職による短期間集中型のサービスと

なっています。訪問型サービス A は、市シルバー人材センター

に委託しており、利用者の自宅に訪問し家事援助を行うサービ

スとなっています。 

 

〇委員    ・困難ケースや身寄りのないケースがあった場合、介護福祉課ま

たは地域包括支援センターどちらに相談すればよいのか。 

 

〇事務局   ・どちらに相談していただいても連携を取って対応する体制とな

っています。本市は、介護福祉課、社会福祉課及び地域包括支

援センターが同じフロアに配置されているため、連携を図りな

がら支援していきます。 

 

〇委員    ・高齢者虐待ケースとならないための予防対策は行っているか。 

 

〇事務局   ・ケアマネジャーや民生委員を対象に権利擁護研修会を実施して

います。日ごろの業務や活動の中で虐待になりそうなケース 

を 早期にキャッチしていただき、地域包括支援センターにつ

ないでいただくことで、虐待を未然に防いでいければと考えて

います。 



  

〇委員    ・９ページ、認知症サポーター養成講座の実施回数が増えている

理由はありますか。 

 

〇事務局   ・新型コロナウイルス感染症により、講座の開催が難しい状況と

なっていましたが、感染状況が落ち着いたこと等により依頼回

数が増えております。 

 

〇委員    ・介護予防ケアマネジメントについて、介護認定を受ける方は増

えていると思うが、居宅介護支援事業所数は減っているのか。 

 

〇事務局   ・事業所数は横ばいとなっておりますが、事業所に勤務している

ケアマネジャーの数は減っているのではないかと感じていま

す。また、市外の方を担当するケースも増えていることもあ

り、ケアマネジャーが見つからないケースも増えてきていま

す。 

 

〇会長    ・ケアマネジャーが不足していることに対し、市として対策はあ

るか。 

 

〇事務局   ・今のところ対策は行っていないが、ケアマネジャーが見つから

ないケースが増えているのは把握しております。県などにも現

状を伝えていきたいと考えています。 

 

〇会長    ・その他ご質問、ご意見がないようであれば、議題第１号を承認

し、関係書類を受理します。 

 

（２）令和３年度収支決算について 

 

＜事務局より資料１に基づいて説明＞ 

 

○会長    ・ご意見、ご質問はありますか。 

        ご質問、ご意見がないようであれば、議題第２号を承認し、関 

係書類を受理します。 

 

 

 

 

（３）令和３年度地域ケア会議推進事業報告について 

 



＜事務局より資料２に基づいて説明＞ 

 

○会長    ・ご意見、ご質問はありますか。 

 

○委員    ・成年後見支援センターについて説明をお願いしたい。 

 

○事務局   ・成年後見支援センターは、令和４年度より社会福祉課から市社

会福祉協議会への委託により設置しました。成年後見の申立件

数は増えておりますが、後見人になっていただける方が少ない

状況です。そのため、今年度中に市民後見人養成講座の開催を

予定しています。講座受講後はまずは日常生活自立支援事業の

支援員として活動していただけたらと思っている。 

        また、令和５年度からは社会福祉協議会が法人後見を開始でき

るよう準備を進めている。市町村申し立てについても、今後増

加してくることが予想されるため、関係課と連携をしていきた

いと考えております。 

 

○委員    ・ごみ収集所までごみを持っていくことができないことについて

の相談も多いが、曜日や時間の問題もあり、訪問介護で対応で

きない場合もある。市の事業では、要介護２以上の方が対象と

なっているが、対象要件について今後も市と相談していければ

よい。 

 

○事務局   ・担当課と情報を共有していきます。 

 

○委員    ・みらい平地区に自治会がないとのことであったが、どのように

設置を促していくのか。 

 

○事務局   ・自治会については地域推進課が担当となります。みらい平地区

は若い世代の方が多く、自治会の運営についてわずらわしさを

感じる方もいるのかもしれない。 

 

○委員    ・高齢になると向こう三軒両隣というか、地区のコミュニティが

とても重要になってくる。 

 

○委員    ・自治会がない場合、市の情報はどのように受けられるのか。 

 

○事務局   ・広報紙はポスティングにより全戸に配布しています。また、ツ

イッターなどの SNS による情報発信も行っております。しか



し、自治会はやはり必要な組織であるため、自治会を作ってい

くのは大切なことだと感じています。 

 

○委員    ・生活支援体制整備事業では、各地区で様々な取り組みを行って

いると思うが、すべてボランティアが活動しているのか。この

ような活動にポイント付与する仕組みを作るのはどうか。 

 

○事務局   ・今後市全体で取り組んでいければ良いと考えております。 

 

○会長    ・その他ご質問、ご意見がないようであれば、議題第３号を承認

し、関係書類を受理します。 

 

６ その他 

 

○事務局   ・次回は令和５年３月頃を予定しています。 

 

 

７ 閉会 

 


